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船舶事故調査報告書 

 

                                平成２４年７月５日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  庄 司 邦 昭 

委   員  根 本 美 奈 

                            

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２４年１月１７日 １３時００分ごろ～１３時３５分ごろの

間） 

発生場所 不明（長崎県五島市 葛
かつら

島南東方沖～葛島南方沖の間） 

事故調査の経過  平成２４年１月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したた

め行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 貴
たか

丸、０.４トン 

 ＮＳ３－６０３２０６（漁船登録番号）、個人所有 

 ４.６８ｍ（Lr）×１.４５ｍ×０.６１ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関、漁船法馬力数３０、平成７年５月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５５歳        

二級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成１９年８月１５日 

  免許証交付日 平成１９年８月１５日 

          （平成２４年８月１４日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 事故の経過 

 

本船は、船長が１人で乗り組み、葛島南東方沖において、平成２４年１

月１７日１３時００分ごろ素潜り漁をしているところを同じく素潜り漁を

していた僚船により目撃された。 

僚船は、漁場移動のために航行中、１３時３５分ごろ、葛島南方沖にお

いて、無人で旋回している本船を発見し、所属漁業協同組合に通報した。 

本船は、僚船にえい
．．

航されて五島市奈留
な る

島夏井の船だまりに入航した。 

船長は、行方不明となってから１０日後の１月２７日に本船が発見され

た場所から南南東方に約４,３００ｍ離れた奈留島相ノ浦湾の海岸でウェッ

トスーツ姿の漂着遺体で発見された。 

船長の死因は、外傷性ショック死と検案された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ２、視界 良好 

海象：波向 南東、波高 １０～２０cm、海水温度 約１６℃ 

 その他の事項 本船は、操舵室等の甲板上の構造物がない小型漁船であった。 

本船には、衝突痕が認められなかった。 

本船には、素潜り漁の道具及びあわびなどの漁獲物が残されていた。 
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分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与

気象・海象の関与 

判明した事項の解析

不明 

不明 

不明 

 船長の死因は、外傷性ショック死であった。 

 本船は、１３時００分ごろ、葛島南東方沖におい

て、素潜り漁を行っているところを目撃された後、

１３時３５分ごろ、葛島南方沖において、無人で旋

回しているところを発見されたことから、この間に

おいて、素潜り漁を行った後に航行中、船長が、落

水し、本船のプロペラで負傷して死亡した可能性が

あると考えられるが、落水及び負傷に至った状況を

明らかにすることはできなかった。  

原因  本事故は、本船が葛島南東方沖で素潜り漁を行った後に航行中、船長

が、落水し、本船のプロペラで負傷したことにより発生した可能性がある

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




